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大学課程における歯科衛生士養成教育
健康開発学科 口腔保健科学専攻

歯科医学教育、歯科衛生教育学、歯科保存学（歯内療法学）

吉田 隆 教授

歯科医学、歯科衛生教育学
https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=236yoshi

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイントなど

研 究 紹 介

主として専門職養成教育の問題と課題について検討を加えています。
特に医師や歯科医師とは異なり、看護師や歯科衛生士を養成する教育機関は、専修学校、
短期大学、大学と様々な形態の学校があります。しかしながら現在の日本では、どのよう
な養成学校を卒業しても国家資格としては同一であるため、資格としての違いはありませ
ん。大学課程で医療専門職を養成する意義は何なのか、について日々考えています。

以下の各種団体等に参加させていただいております。
・全国大学歯科衛生士教育協議会理事（令和元年度・2年度会⾧）
・日本歯科医学教育学会評議員
・日本歯科衛生教育学会評議員
・日本歯科保存学会評議員
・日本歯科保存学会保存治療専門医
・日本歯科保存学会保存治療指導医

小学校、中学校の生徒の皆さんに対して、口腔保健に関する一般向け講座を、さらに高校
生の皆さんには、歯科衛生士という職種の社会における役割や今後期待する業務などにつ
いて講座を通して説明できればと思います。

主に歯科衛生士養成教育についての研究をしています。具体的には以下のような内容です。
1.歯科衛生士養成教育に関する国民の意識調査

国民の皆さんが、医療職とその養成教育に対する認識について調査研究を加えています。
2. 大学課程における歯科衛生士養成教育の質保証に関する研究

専修学校と4年制大学や短期大学のカリキュラムについての比較を中心に、専門職養成教
育について検討しています。


